
３．14期サポートの会

活動総括

代表 金田 博司



忘れないでね！第１４期
全体説明会 現在の課題と１４期活動方針

レイ大の絆・人の繋がりを大切にし、会員自らが楽しむ活動

サポート活動の
質の維持向上
ｷｰﾜｰﾄﾞ
① 事業企画をどうするか

② 女性の参加し易い
体質へ

③ 規約の見直し

コロナ下の課題を解消する１年へ

文書管理と

情報伝達の改革
ｷｰﾜｰﾄﾞ

ⓐ Ｉ Ｔ化で、役員の負担軽減

ⓒ アクセスが容易で
引き継げるアーガイブ作り

ⓑ 情報伝達のスピード化と正確性

学科部会の設立

「集う」 と 「交流」の場造り

ｷｰﾜｰﾄﾞ 「一人ひとりのサポート活動」と

代表
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コロナ下の課題を解消する１年へ



＜コロナ下の課題１＞

入会率が、６７％ ⇒ ５５％ へ１２％減少

入会率が減少 ⇒ 会員が減少 ⇒ サポートの会の活動パワーが減少！

入会率は、サポートの会の人気の指標であり、パワーの目安

第１４期
全体説明会 コロナ下の課題Ⅰ 代表

2025.9.19



＜コロナ下の課題２＞

一人当たりの年間の地域活動時間、２７％減少

会員の活動時間の減少 ⇒ サポートの会の活動が鈍化！

第１４期
全体説明会 コロナ下の課題Ⅱ 代表
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地域活動時間は、会員の活力や仲間との繋がりの尺度



サポートの会のパフォーマンスを数値化＝ 入会率×地域活動時間

当然、サポートの会の パフォーマンスは低下？
サポートの会の パフォーマンスは４割以上低下 していた!

第14期
全体説明会 サポートの会のコロナ危機と現状 代表

2025.9.19

74

97７
０％

１３８
ｈ

入会率が減少し、更に活動時間も減少、 相乗効果で作用

サポートの会の活動は、二年がかりの

部会の頑張り、学科部会の新設で、ようやく元通り



忘れないでね！第14期
全体説明会 その他の活動結果

レイ大の絆・人の繋がりを大切にし、会員自らが楽しむ活
動

コロナ下の課題を解消する１年へ

サポート活動の
質の維持向上
ｷｰﾜｰﾄﾞ
① 事業企画をどうするか

② 女性の参加し易い
体質へ

③ 規約の見直し

代表

2025.9.19

文書管理と

情報伝達の改革
ｷｰﾜｰﾄﾞ

ⓐ Ｉ Ｔ化で、役員の負担軽減

ⓒ アクセスが容易で
引き継げるアーガイブ作り

ⓑ 情報伝達のスピード化と正確性

学科部会の設立

「集う」 と 「交流」の場造り

ｷｰﾜｰﾄﾞ 「一人ひとりのサポート活動」と・新入生オリエンテーションでの説明
・在学生対象 サポートの会の説明会

学科部会・部会・学生募集ＰＪ・会計・総務以外の活
動サ

ポ
ー
ト
の
会
を

知
っ
て
も
ら
う
取
組

組
織
を

強
く
す
る
取
組

在学生

組織・活動

ドキュメント
・広報

会員

外部

・新役員・役職者対象研修会
・学科部会新設オリエンテーション

・河合県議との懇談会 ・彦根サポートの会との交流
・京都SKYシニア大学出講 ・長野シニア大学と交流
・メキシコ視察団との交流

・規約改定 ・役員会運営細則の制定
・会員名簿の整備 ・配布物の電子配信化の検討

・学科部会の新設 ・女性役員と役職者を増やす取組
・役員会、調整会議の運営方法の見直し
・支援が必要な部会、学科の役員体制の再構築



サポートの会の女性会員の増加予測 （１３期終了時点）

第１３期サポ―トの会会員数 実績

卒業期 ４１期 ４２期 ４３期 合計

男 ５２ ３９ ４８ １３９

女 ２３ １９ １８ ６０

合計 ７５ ５８ ６６ １９９

第１６期サポートの会会員数 予測

卒業期 ４４期 ４５期 ４６期 合計

男 ５１ ４５ ４３ １３９

女 ２５ ３４ ４２ １０１

合計 ７６ ７９ ８５ ２４０

シミュレー
ション結果

シミュレーション計算方法 ＝ 男女別入学者数×男女別卒業率×男女別入会率

１３期サポートの会の女性比率は３０％、１６期では４２％を予測
しかし、４６期生だけを見れば男女比率は１：１へ急上昇が見込まれる！

・従来の役員会は、男性ばかり！
「これでいいの？」と思う状態

・女性役員はゼロ、女性リーダーが不在！

サポートの会の状況レイカディア大学の状況

・年々女性入学者が増加し、
その上卒業率も女性の方が高い。

・女性学科長が就任、女性のリーダーが育っている。

サポートの会の活動は部会で第14期
全体説明会 女性会員の増加と女性登用 代表
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